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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
令

和
６
年
中
種
子
町
二
十
歳
の
つ

ど
い
が
、
１
月
３
日
に
種
子
島

こ
り
ー
な
で
行
わ
れ
、
ス
ー
ツ

や
、
華
や
か
な
振
り
袖
な
ど
に

身
を
包
ん
だ
参
加
者
70
人
（
対

象
者
は
77
人
）
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
行
政
・
議
会
関
係

者
、
保
護
者
な
ど
が
出
席
し
、

二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
る
若
者

に
、
激
励
と
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
贈
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
参
加
者
を
代
表
し

て
副
実
行
委
員
長
の
永
濵
あ
み

さ
ん
（
伏
之
前
）
が
「
未
来
を

担
う
若
者
と
し
て
、
日
々
を
全

力
で
楽
し
み
つ
つ
、
言
動
に
責

任
を
持
ち
、
仕
事
や
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
二
十
歳
の
つ
ど
い

実
行
委
員
長
の
中
川
晃
希
さ

ん
（
春
田
）
が
「
二
十
歳
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
周

囲
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
を
常

に
意
識
し
な
が
ら
多
様
性
が
認

め
ら
れ
る
今
の
時
代
を
追
い
風

に
、
こ
れ
か
ら
の
道
に
向
か
っ

て
歩
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
若

い
力
で
“
は
ば
し
か
”
中
種
子

町
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
お
礼
と
決
意
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
、
近
況
や
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
る
参
加
者
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

77 人が大人の仲間入り　二十歳の節目に決意とお礼

　連合青年団長　熊野斗真さん　連合青年団長　熊野斗真さん

　令和６年中種子町二十歳のつどい

　副実行委員長　　副実行委員長　永濵あみさん永濵あみさん 　実行委員長　　実行委員長　中川晃希さん中川晃希さん

　新たな門出を迎えた皆さまの輝かしいご活躍をご期待申し上げます。　新たな門出を迎えた皆さまの輝かしいご活躍をご期待申し上げます。
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新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月
６
日
に
あ
り
、

一
年
の
地
域
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
天
と
な
り
、
市
中
行
進
や
放
水
演

習
な
ど
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
立
体
育
館

で
式
典
が
行
わ
れ
、
南
界
分
団
に
よ
る
停
止
間
動
作
、

熊
野
分
団
に
よ
る
行
進
間
動
作
な
ど
の
規
律
訓
練
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
典
の
第
二
部
は
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
永
年
の
消
防
活
動
の
功
績
や
無
火
災
分
団
を

讃
え
た
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今年も安心を守る！　令和６年中種子町消防出初式

　行進間動作（熊野分団）　行進間動作（熊野分団）

消 防 関 係 表 彰 ※表彰日の関係で、階級が現階級と異なっている
場合があります。

消防庁長官表彰
永年勤続功労章
中種子町消防団 団長 中村　眞一
日本消防協会会長表彰
勤続章
熊毛地区消防組合 消防司令補 古市　一博
鹿児島県消防協会総裁表彰
功績章（20 年以上）
中種子町消防団 副団長 久木原　清人
納官分団 部長 梶原　誠

中央分団
班長 永井　賀章
団員 永井　竜太

精績章（15 年以上）
南界分団 部長 黒木　信也
中央分団 班長 奥村　誠
星原分団 団員 下玉利　勇
納官分団 団員 笹川　裕作
増田分団 団員 峯下　洋平
鹿児島県知事表彰
勤続章（10 年以上）
中央分団 団員 馬場　俊尋
納官分団 団員 園中　孝昭
増田分団 団員 小谷　将司
南界分団 団員 豊　章繕
熊毛支部長表彰
功績章（15 年以上）
油久分団 副分団長 知念　昇
増田分団 副分団長 戸田　憲孝
南界分団 部長 黒木　信也
納官分団 団員 笹川　裕作
増田分団 団員 峯下　洋平

中央分団 団員
内村　勇希
松元　護
葛　勝秀

功労章
中央分団 班長 讃岐　豪政
納官分団 班長 野田　直志
増田分団 団員 増野　幸孝
星原分団 団員 金城　祐一
感謝状
前中央分団 分団長 寺田　健夫
前油久分団 分団長 小島　次雄
前南界分団 分団長 久保田　和広
前増田分団 副分団長 馬場　博行
町長表彰
勤続章（30 年）
納官分団 分団長 春田　止
勤続章（20 年）
町団 副団長 久木原　清人
熊野分団 分団長 泊　明広
岩岡分団 班長 鮎川　暁儀
勤続章（10 年）

中央分団 団員
平川　政和
福　功光

納官分団 団員 磯俣　豊
増田分団 班長 長田　豊
南界分団 班長 豊　章繕
岩岡分団 団員 永浜　祐樹
感謝状
前中央分団 分団長 寺田　健夫
前油久分団 分団長 小島　次雄
前南界分団 分団長 久保田　和広
前増田分団 副分団長 馬場　博行
30 年以上勤続配偶者
納官分団 分団長配偶者 春田　直美
無火災表彰
岩岡分団
熊野分団

　停止間動作（南界分団）　停止間動作（南界分団）

　町消防団長　町消防団長

　町長　町長
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

第 53 回熊毛地区市町対抗駅伝競走大会
　33.9km を襷で繋ぐ熊毛地区市町対抗駅伝競走大会が、12 月３日に屋久島町で開催され、本町の中学生

から一般までの男女８人が力走しました。惜しくも２位という結果でしたが、個人では４人の選手が区

間賞を獲得しました。

１区：福島　佑哉、 ２区：赤坂　郁哉、３区：塚田　心花、４区：福元　博人、５区：住吉　蘭
６区：進藤　友志、７区：住吉　千友笑、８区：寺田　耕作　　※太字は区間賞

南日本 10 ㎞ロード通信競技、女子長距離走、地区中学生男子長距離走
　第 64 回南日本 10km ロード通信競技大会、第 34 回女子長距離走大会、熊

毛地区中学生男子長距離走大会が 12 月 10 日に西之表市で開催され、本町か

らも多数の選手が参加しました。高校・一般男子は 10km、女子・中学生男子

は３km の距離を力走しました。

　また本大会の結果、２月 17 日から開催される「第 71 回鹿児島県下一周市郡

対抗駅伝競走大会」の熊毛男子チームに、本町の 10 人が選出されました。皆さ

まのご声援をよろしくお願いします。※敬省略　寺田耕作、福島佑哉、鎌田結人、

進藤友志、知念優斗、稲子一颯、赤坂瑛太、牛原幸英、福元博人、池亀侑生

2023 全国高等学校駅伝競走大会
　令和５年 12 月 24 日に、たけびしスタジア

ム京都付設駅伝コースで開催された 2023 全

国高等学校駅伝競走大会（男子区間 42.195

㎞）に、本町出身の知念優斗さん（鹿児島

城西高校３年・西之山）と、塚田虎翼さん（大

牟田高校２年・中之町）が各校の選手とし

て出場し、知念さんが第５区（3.0 ㎞）を区

間５位（８分44秒）で、塚田さんが第６区（5.0

㎞）を区間 15 位（15 分 11 秒）で力走し、チー

ムに貢献する活躍を見せました。

８区７区６区５区４区３区２区１区

2：00：05

1：48：49

1：48：57

1：53：32

1：53：46

西之表市

屋久島町 A

屋久島町 B

中種子町

南種子町

大会成績

区間

西之表市

屋久島町 A

屋久島町 B

中種子町

南種子町
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　まちの話題　　まちの話題　

　
“
種
子
島
”
興
味
を
持
っ
て
情
報

を
集
め
る
ま
で
は
、
歴
史
の
勉
強

の
際
に
鉄
砲
伝
来
で
習
っ
た
地
域

と
い
う
程
度
の
認
識
で
し
た
。
そ

ん
な
薄
い
知
識
で
あ
っ
た
た
め
、

地
理
関
係
も
よ
く
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
本
土
か
ら
沖
縄
県
に
か
け
て

点
在
し
て
い
る
離
島
の
一
つ
で
、

気
候
的
に
も
か
な
り
温
か
い
地
域

だ
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
生
活
し
て
み

る
と
想
像
以
上
に
寒
い
。
も
ち
ろ

ん
、
以
前
暮
ら
し
て
い
た
関
東
地

方
よ
り
も
基
本
的
に
温
か
い
の
で

す
が
、
島
な
ら
で
は
の
季
節
風
と

想
像
以
上
に
低
下
す
る
気
温
に
初

め
は
戸
惑
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
戸

惑
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ざ
季

節
が
秋
か
ら
冬
に
移
り
変
わ
っ
て

い
く
と
夏
と
は
ま
た
違
っ
た
種
子

島
ら
し
さ
を
感
じ
る
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
特

に
印
象
的
な
も
の
を
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
食
。
安
納
芋
発

祥
の
地
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名

な
種
子
島
で
す
が
、
ま
さ
か
そ
の

安
納
芋
が
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
こ
ん

な
に
安
く
手
に
入
る
な
ん
て
。
ま

し
て
や
頂
き
物
と
し
て
袋
い
っ
ぱ

い
に
詰
め
て
い
た
だ
け
る
と
は
。

嬉
し
く
て
帰
宅
後
早
速
焼
き
芋
に

し
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
島
の
農
業
。
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
大
き
く
育
っ
た
オ
ー

ギ
（
さ
と
う
き
び
）
を
収
穫
す
る

様
子
を
日
々
島
内
の
各
地
で
目
に

し
ま
す
。
私
は
収
穫
の
様
子
を
見

る
こ
と
自
体
初
め
て
で
す
が
、
な

ん
と
今
年
は
収
穫
し
た
て
の
オ
ー

ギ
を
そ
の
場
で
か
じ
る
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
開
け
た

畑
を
見
る
と
、
い
つ
し
か
自
分
の

背
丈
よ
り
も
高
く
伸
び
て
い
た

オ
ー
ギ
の
成
長
力
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
つ
目
は
星
空
。
冬
の
夜
空
を

ふ
と
見
上
げ
る
と
、
と
て
も
綺
麗

で
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
驚
い
た
の

が
12
月
中
旬
の
ふ
た
ご
座
流
星
群

で
し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
い
と

数
十
秒
の
間
に
３
つ
も
流
星
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
生
で
こ

ん
な
に
多
く
の
流
星
を
見
た
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

大
山　

広
太
郎

地域おこし協力隊通信（№ 84）　
種子島らしさを感じたもの

　

中
種
子
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
は
、
12
月
７
日

か
ら
８
日
に
か
け
て
新
潟
県
の

燕
中
等
教
育
学
校
36
人
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
２
～
６
人
に
分
か

れ
て
協
議
会
会
員
宅
へ
民
泊
。

自
然
や
歴
史
、
地
元
産
の
食
に

触
れ
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、

受
入
家
庭
の
あ
た
た
か
い
お
も

て
な
し
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
食
事
が
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
会
員
を

募
集
中
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
企
画
課
☎
㉗
１
１
１
１
（
内

線
２
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

交流人口拡大に向けて　中種子町グリーン・ツーリズム協議会

　民泊家庭との交流　民泊家庭との交流 　民泊家庭との食事　民泊家庭との食事 　種子島について学習　種子島について学習

　笑顔でお見送り　笑顔でお見送り



広報なかたね 2024.2 月号　6

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

災害から身を守るために
納官校区地域防災訓練

　

12
月
３
日
に
、
納
官
校
区
で

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
地
域
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
納
官
分
団
が
、
各
公
民
館

へ
住
民
を
誘
導
し
、
消
防
中
種
子

分
遣
所
と
種
子
島
警
察
署
な
ど
関

係
者
が
連
携
し
、
避
難
を
完
了
し

ま
し
た
。

　

訓
練
後
は
、
鹿
児
島
地
方
気

象
台
に
よ
る
、『
自
然
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
』
と
題
し
た

講
話
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
岩

岡
小
学
校
の
人
権
の
花
運
動
の

閉
会
式
が
、
12
月
５
日
に
同
校

の
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
、
人
権
の
花
で
あ
る

ひ
ま
わ
り
の
絵
が
展
示
さ
れ
、

お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
書
い

た
作
文
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
ま
わ
り
だ

け
で
な
く
、
お
互
い
を
思
い
や

る
や
さ
し
い
心
も
育
み
、
半
年

間
の
運
動
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

やさしい心を育む
岩岡小学校・人権の花運動閉会式

　

12
月
12
日
に
、
中
種
子
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
女
性
会
員

が
、
町
内
の
小
中
学
校
と
中
種

子
特
別
支
援
学
校
に
約
20
枚
の

手
縫
い
の
ぞ
う
き
ん
を
寄
付
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
掃
除
の
時
間
な
ど
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
、
１
枚
１
枚

思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
縫
っ
た
も

の
を
集
め
、
各
校
に
贈
っ
た
も
の

で
す
。

　

女
性
会
員
代
表
の
大
町
田
す
み

え
さ
ん
（
大
牟
礼
）
は
「
校
内
清

掃
に
役
立
て
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話

し
、
生
徒
か
ら
「
校
内
を
ピ
カ
ピ

カ
に
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

１枚１枚に思いを込めて
中種子町老人クラブ連合会

　

12
月
12
日
に
、
Ｊ
Ａ
種
子
屋

久
中
種
子
野
菜
集
荷
場
で
種
子

島
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
生
産
者
や
出
荷

先
な
ど
関
係
者
が
参
列
し
、
決

意
表
明
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

を
行
い
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
積

み
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
を

見
送
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
産
種
子
島
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
作
付
け
は
76
㌶
が
計

画
さ
れ
、
昨
年
よ
り
も
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
今
年
も
お

い
し
い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
収
穫

さ
れ
て
い
ま
す
。

種子島ブロッコリー出発式
ＪＡ種子屋久中種子野菜集荷場
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12
月
17
日
に
、
第
47
回
中
種

子
町
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
種
子
島
中
央
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
も
多
く
の
参
加

で
に
ぎ
わ
い
、
球
を
投
げ
る
前

に
作
戦
を
練
る
な
ど
し
て
、
親

子
の
絆
も
よ
り
一
層
深
ま
っ
た

様
子
で
し
た
。

　

優
勝
は
、
小
学
生
の
部
は
星
原 

Ｃ
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
は
南

界
チ
ー
ム
で
し
た
。

ボッチャで熱戦
中種子町親子ふれあいスポーツ大会

　

12
月
19
日
に
、
種
子
島
郵
便

局
局
長
会
が
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
町
内
の
小
中
学
校
に
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
73
本
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
対
策
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
、
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

は
、
町
内
の
小
中
学
校
に
配
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活

で
使
用
さ
れ
ま
す
。

町内の小中学校にハンドソープを寄贈
種子島郵便局局長会

にぎやかに施設を訪問
星原女性消防隊クリスマス訪問

　

12
月
23
日
に
、
星
原
女
性
消

防
隊
が
福
祉
施
設
や
高
齢
者
宅

を
訪
問
す
る
見
守
り
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

結
成
13
年
目
と
な
る
今
年
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
姿
に
身
を

包
ん
だ
隊
員
が
少
人
数
ず
つ
の

班
に
分
か
れ
て
、「
ジ
ン
グ
ル
ベ

ル
」
を
歌
い
な
が
ら
に
ぎ
や
か

に
訪
問
す
る
と
、
訪
問
を
受
け

た
皆
さ
ん
に
は
自
然
と
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
13
年
目
で
、
今
後

も
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
、
見
守
り
活
動
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

ハーバリウムを創作
中種子チャレンジキッズ活動

　

12
月
16
日
に
、
中
種
子
町
チ
ャ

レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
の
「
創
作
活
動
」

で
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、
花
材

を
専
用
の
オ
イ
ル
が
入
っ
た
容

器
に
入
れ
、
鑑
賞
す
る
た
め
の

イ
ン
テ
リ
ア
で
す
。

　

参
加
者
は
、
自
分
好
み
の
瓶

と
花
で
出
来
上
が
り
を
想
像
し
、

細
か
い
作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

様
々
な
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　赤または青の革製ボールを投げ、「ジャックボール」　赤または青の革製ボールを投げ、「ジャックボール」
と呼ばれる白い目標球との近さを競う競技と呼ばれる白い目標球との近さを競う競技
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令
和
５
年
度
「
税
に
関
す
る
作
品
」

入
賞
者
の
紹
介

　

令
和
５
年
度
「
税
に
関
す
る
作
品
」
で
、

町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
９
人
が
入
賞
し

ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
種
子
島
税
務
署
（
種

子
島
合
同
庁
舎
２
階
・
西
之
表
市
）
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
書
道
の
部

▽
種
子
島
税
務
署
長
賞

　
『
青
色
申
告
』

　

中
島　

晴
（
中
種
子
中
２
年
・
中
山
）

▽
種
子
屋
久
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
『
申
告
納
税
制
度
』

　

長
濱　

朱
里
（
中
種
子
中
３
年
・
旭
町
）

▽
種
子
屋
久
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
『
電
子
申
告
』

　

四
元　

優
里
（
星
原
小
学
校
６
年
・
牧
川
）

■
標
語
の
部

▽
種
子
島
税
務
署
長
賞

　
『
し
っ
て
る
よ　

ぼ
く
も
ち
い
さ
な　

の

う
ぜ
い
し
ゃ
』

　

永
井　

大
（
野
間
小
１
年
・
伏
之
前
）

▽
種
子
屋
久
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
『
税
金
で　

作
る
ぼ
く
ら
の　

通
学
路
』

　

上
妻　

佑
月
（
油
久
小
３
年
・
西
之
町
）

■
絵
は
が
き
の
部

▽
優
秀
賞

　

鎌
田　

莉
々
愛
（
野
間
小
５
年
・
上
方
）

　

德
吉　

茉
尋
（
野
間
小
５
年
・
上
方
）

　

元
川　

芽
生
（
野
間
小
５
年
・
伏
之
前
）

　

南　
　

実
央
（
増
田
小
６
年
・
秋
佐
野
）

図書だより　

103冊（一般書47冊、児童書56冊）の新刊が入りました!!
●中高生の防災ブック（なるにはＢＯＯ
ＫＳ　別巻）
（著者：益田　美樹）
●図解でスッと頭に入る紫式部と源氏物語
（著者：竹内　正彦）
●あなたが誰かを殺した
（著者：東野　圭吾）
●いじめ防止法こどもガイドブック
（著者：佐藤　香代）
●ドラえもん探究ワールドこのマーク、
なんだかわかる？
（著者：藤子・Ｆ・不二雄）
●かいけつゾロリいきなり王さまになる？

（著者：原　ゆたか）　
　　　　　　　　　　　　　　　　など

令
和
５
年
度　

中
種
子
町
防
犯
組
合

　
　
　
　
　
　

防
犯
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

町
防
犯
組
合
が
小
・
中
学
生
を
対
象
に
防
犯

標
語
の
作
品
を
募
集
し
、
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
作
品
と
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。（
作

品
掲
載
は
最
優
秀
賞
の
み
。
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

■
小
学
生

▽
低
学
年
の
部

　
『
ま
も
ろ
う
よ 

か
ぞ
く
と
ち
い
き
で 

み
ん

な
の
あ
ん
ぜ
ん
』

　

石
堂　

怜
温
（
野
間
小
１
年
・
畠
田
）

▽
中
学
年
の
部

　
『
地
域
の
目　

ぼ
く
ら
を
守
る　

防
犯
ア
イ

テ
ム
』

　

大
久
保　

宙
海
（
増
田
小
３
年
・
郡
原
）

▽
高
学
年
の
部

　
『
犯
罪
は　

未
来
の
と
び
ら
の　

か
ぎ
し
め

る
』

　

進
藤　

妃
弥
呼
（
野
間
小
５
年
・
畠
田
）

■
中
学
生

▽
１
年
生
の
部

　
『
通
学
路　

い
つ
も
の
道
こ
そ　

要
注
意
』

　

南
里　

美
羽
（
中
種
子
中
１
年
・
塩
屋
）

▽
２
年
生
の
部

　
『
詐
欺
防
止　

き
め
て
お
こ
う
よ　

あ
い
こ

と
ば
』

　

小
村　

千
華
（
中
種
子
中
２
年
・
上
方
）

▽
３
年
生
の
部

　
『
馴
れ
た
道　

暮
れ
て
し
ま
え
ば　

怖
い
道
』

　

長
田　

智
大
（
中
種
子
中
３
年
・
屋
久
津
）
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第
54
回
中
種
子
町
武
道
大
会

柔
道
競
技

　

１
月
７
日
・
種
子
島
中
央
武
道
館

■
団
体
戦

▽
小
学
生
の
部

　

優
勝　

双
葉
福
チ
ー
ム

　

２
位　

双
葉
遠
藤
チ
ー
ム

　

３
位　

双
葉
中
﨑
チ
ー
ム

■
個
人
戦

▽
幼
児
の
部

　

優
勝　

峯
下　

結
翔
（
古
房
）

　

２
位　

遠
藤　

稜
大
（
古
房
）

▽
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

優
勝　

鎌
田　

尚
弥
（
伏
之
前
）

　

２
位　

中
﨑　

叶
愛
（
池
之
平
）

　

３
位　

中
山　

開
誠
（
伏
之
前
）

　
　
　
　

日
髙　

煌
汰
（
伏
之
前
）

▽
小
学
３
年
生
の
部

　

優
勝　

日
髙　

将
雅
（
竹
屋
野
）

　

２
位　

峯
下　

結
音
（
古
房
）

▽
小
学
４
・
５
年
生
の
部

　

優
勝　

中
山　

貴
晴
（
伏
之
前
）

　

２
位　

吉
川　

周
（
伏
之
前
）

　

３
位　

鳥
居　

凜
太
朗
（
伏
之
前
）

▽
小
学
６
年
生
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

啓
眞
（
古
房
）

　

２
位　

福　

結
愛
奈
（
旭
町
）

　

３
位　

中
﨑　

虹
心
（
池
之
平
）

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

中
﨑　

歩
夢
（
池
之
平
）

　

２
位　

米
澤　

伊
織
（
中
之
町
）

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

福　

佳
莉
奈
（
旭
町
）

　

２
位　

久
木
原　

明
菜
（
郡
原
）

▽
高
校
生
の
部

　

優
勝　

德
永　

丈
（
旭
町
）

　

２
位　

野
平　

波
音
（
大
牟
礼
）

▽
一
般
の
部

　

優
勝　

林　

孝
太
郎
（
春
田
）

　

２
位　

石
堂　

弘
樹
（
大
牟
礼
）

剣
道
競
技

　

１
月
７
日
・
種
子
島
中
央
体
育
館

■
団
体
戦

▽
小
学
生
の
部

　

優
勝　

納
官
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

２
位　

岩
岡
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

▽
高
校
・
一
般
の
部

　

優
勝　

役
場
Ａ

　

２
位　

役
場
Ｂ　
　
　

■
個
人
戦

▽
３
年
生
以
下
男
子
の
部

　

優
勝　

粟
屋　

駆
（
岩
岡
ス
ポ
少
・
屋
久
津
）

　

２
位　

川
下　

蓮
翔
（
岩
岡
ス
ポ
少
・
阿
高
磯
）

▽
４
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

鶴
岡　

寛
大
（
岩
岡
ス
ポ
少
・
屋
久
津
）

　

２
位　

潮　

波
輝
（
南
界
ス
ポ
少
・
伏
之
前
）

▽
５
・
６
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

西
村　

彪
輝
（
野
間
ス
ポ
少
・
旭
町
）

　

２
位　

鎌
田　

二
夏
（
納
官
ス
ポ
少
・
春
田
）

▽
４
年
生
女
子
の
部

　

優
勝　

黒
木　

月
菜
（
南
界
ス
ポ
少
・
本
村
）

　

２
位　

永
濵　

心
瑚
（
岩
岡
ス
ポ
少
・
阿
高
磯
）

▽
５
・
６
年
生
女
子
の
部

　

優
勝　

磯
俣　

結
衣
（
納
官
ス
ポ
少
・
平
鍋
）

　

２
位　

遠
藤　

こ
こ
ろ
（
納
官
ス
ポ
少
・
原
之
里
）

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

浦
邊　

祐
舵
（
栄
町
）

　

２
位　

折
戸　

海
聖
（
畠
田
）

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

武　

友
佳
（
旭
町
）

　

２
位　

粟
屋　

澪
（
屋
久
津
）

弓
道
競
技

　

１
月
７
日
・
町
営
弓
道
場

■
団
体
戦

　

優
勝　

一
般
Ｂ

　
　
（
中
島
功
大
・
黒
木
聡
・
鎌
田
流
石
）

　

２
位　

一
般
Ａ

　
　
（
黒
木
友
里
那
・
植
村
奈
緒
・
尾
場
佳
那
子
）

■
個
人
戦

▽
学
生
の
部

　

優
勝　

山
浦　

凛
（
原
尾
）

　

２
位　

牧
瀬　

太
雅
（
伏
之
前
）

▽
一
般
の
部

　

優
勝　

鎌
田　

流
石
（
畠
田
）

　

２
位　

尾
場　

佳
那
子
（
横
町
）

■
金
的
賞

　

優
勝　

田
上　

咲
子
（
横
町
）

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 90 390,900 383,054 7,846 △ 97,631

去　勢 101 525,406 519,293 6,113 △ 91,824

計 191 462,026 450,805 11,221 △ 103,851

市場

全体

めす牛 261 373,935 388,000 △ 14,065 △ 121,096

去　勢 305 516,403 517,782 △ 1,379 △ 92,450

計 566 450,707 457,112 △ 6,405 △ 110,055

※単位：円（税抜き価格、速報値）

平
均
落
札
額
45
万
円

種
子
島
子
牛
せ
り
市

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
12
月
14
日
、

15
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ
り
、
平

均
落
札
額
は
45
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
話
題
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中種子町の給与・定員管理など
１．総括

（１）人件費の状況（普通会計決算）住民基本台帳人口は令和５年１月１日現在

区分
住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ）

実質収支額 人件費（Ｂ）
人件費率

Ｂ／Ａ ３年度参考

４年度 7,489 人 7,986,753 千円 40,163 千円 1,423,527 千円 17.8% 17.3%

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）職員数は令和５年３月 31 日現在、職員手当に退職手当は含まない

区分
職員数
（Ａ）

給与費 1人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

４年度 133 人 449,414 千円 56,642 千円 177,905 千円 683,961 千円 5,142 千円

※会計年度任用職員は除く

２．職員の平均給与月額、初任給などの状況　令和５年４月１日現在

（１）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況 （２）職員の初任給の状況

区分
一般行政職

区分 本町 国
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

本町 40.7 歳 301,200 円 334,200 円 一般
行政職

大卒 196,200 円 196,200 円

国 42.4 歳 322,487 円 404,015 円 高卒 166,600 円 166,600 円

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 ５～７年 ７～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年

一般行政職
大卒 - 234,900 円 254,400 円 309,300 円 350,400 円

高卒 184,700 円 201,400 円 229,400 円 252,000 円 343,900 円

３．一般行政職の級別職員数などの状況　令和５年４月１日現在

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主査
技術主査

係長
主幹

技術主幹

課長補佐
係長

課長
参事

課長

職員数 21 人 16 人 14 人 21 人 17 人 15 人 1 人

構成比 20.0% 15.2% 13.3% 20.0% 16.2% 14.3% 1.0%

※本町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

※標準的な職務内容 :各級に該当する代表的な職務

４．職員の手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当（令和５年度支給割合）

区分

本町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職

６月期 1.20 1.00 1.00 1.20 1.20 1.00 1.00 1.20

12 月期 1.25 1.05 1.05 1.25 1.25 1.05 1.05 1.25

計 2.45 2.05 2.05 2.45 2.45 2.05 2.05 2.45

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級などによる加算措置
役職加算５～ 10%

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
役職加算５～ 20%
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（２）退職手当 （３）特殊勤務手当　令和５年４月１日現在

支給率 本町 国
支給実績

1,084 千円
※４年度勤続 自己都合 定年 自己都合 定年

20 年 19.6695 月分 26.3655 月分 19.6695 月分 24.5868 月分 支給職員 1人あたり
平均支給年額

37,406 円
※４年度25 年 28.0395 月分 33.2707 月分 28.0395 月分 33.2707 月分

35 年 39.7575 月分 47.7090 月分 39.7575 月分 47.7090 月分 職員全体に占める
手当支給職員の割合

19.0%
※４年度最高限度額 47.7090 月分 47.7090 月分 47.7090 月分 47.7090 月分

手当の種類（支給実績のある手当）

（４）時間外勤務手当 保育所勤務手当　　　　　税務手当
業務手当 (水道企業 )支給実績（４年度決算） 22,402 千円

職員 1人あたり平均支給年額（４年度決算） 162 千円

支給実績（３年度決算） 21,069 千円

職員 1人あたり平均支給年額（３年度決算） 167 千円

（５）その他の手当　令和５年４月１日現在

扶
養
手
当

配偶者、父母など 6,500 円

住
居
手
当

借家
　・　
借間

月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員

子 10,000 円 ～ 16,000 円 0 円

扶養親族のうち 16 ～ 22 歳の子
（1人につき・加算額）

5,000 円 16,001 ～ 27,000 円 （家賃ー 16,000）円

27,001 ～ 61,000 円
｛（家賃ー 27,000 円）×

1/2｝＋ 11,000 円

61,000 円～ 28,000 円

通勤手当 片道２㎞（往復４㎞）以上の職員。１㎞ごとに 500 円、最高限度額 25,000 円（月額）

５．特別職の報酬などの状況
　　 令和５年４月１日現在

６．職員数の状況
　　 部門別職員数の状況　令和５年４月１日現在

区分 給料月額など 期末手当 部門 区分
職員数（人）

４年度 ５年度 増減

給
料

町　長 761,000 円

（支給割合）
６月期 1.475 月分
12 月期 1.475 月分
　   計 2.95 月分

普

通

会

計

一

般

行

政

議 会 2 2 0

総 務 29 32 3

副町長 600,000 円
税 務 10 9 △ 1

保 育 所 16 17 1

教育長 567,000 円
そ の 他 民 生 12 13 1

衛 生 9 9 0

報
酬

議　長 304,000 円
農 林 水 産 21 20 △ 1

商 工 3 3 0

副議長 251,000 円
土 木 12 11 △ 1

小 計 114 116 2

議　員 228,000 円
教 育 18 17 △ 1

小 計 132 133 1

公
営
企
業
等
会
計

国 民 健 康 保 険 5 4 △ 1

老 人 保 健 0 0 0

簡 易 水 道 0 0 0

介 護 保 険 2 2 0

上 水 道 5 6 1

後 期 高 齢 2 2 0

小 計 14 14 0

総 合 計 146 147 1
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

■中種子町の火災発生状況

年 火災件数
火災種別

建物 車両 林野 その他 ハカマ焼き火災によるもの

令和４年 16 ２ ０ ０ 14 ６

令和５年 10 ３ ０ ０ ７ ３

種子島内 30 ８ ０ １ 21 10（中種子町３　西之表市７　南種子町０）

■中種子町過去３ヵ年の「出火原因別火災件数」

年 火災件数
出火原因

火入れ たき火 タバコ コンロ 取り灰 不明 その他

令和３年 13 ２ ８ ０ ０ ０ ３ ０

令和４年 16 ４ ８ ０ ０ ０ ２ ２

令和５年 10 ２ ４ ０ ０ ０ ３ １

　令和５年中、種子島内では 30 件の火災が発生し、中種子町では昨年より６件減少し、10 件の火災が

発生しました。サトウキビのハカマ焼きによる火災は、３件発生しています。“火入れ”や“キビのハカ

マ焼き”を行う場合は、次の６点を守って行ってください。

 

 

※本町内から火事を出さないよう、町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

■中種子町の「救急出動件数」

年 合計
事故種別

急病 一般負傷 交通事故 運動競技 その他 転院搬送

令和４年 472 336 89 15 ２ ６ 24

令和５年 505 361 88 20 ３ 17 16

種子島内（５年） 1,744 1,168 262 62 10 78 164

ドクターヘリ（５年）
要請７

（うち搬送４）
熊毛管内出動件数：112（うち搬送 90）

■中種子町過去３ヵ年の「救急事故種別」

年 件数
事故種別

火災 水難 交通 労働災害 運動競技 一般負傷 急病 転院搬送 その他

令和３年 464 １ １ 13 ３ ４ 72 329 30 11

令和４年 472 １ ０ 15 ５ ２ 89 336 24 ０

令和５年 505 １ ０ 20 ７ ３ 88 361 16 ９

　令和５年中の救急出場は、種子島内は 1,744 件、中種子町は 505 件で、昨年と比較して 33 件の増加と
なりました。内訳は、急病が 361 件で全体の７割を占め、次いで一般負傷 88 件、交通事故 20 件、転院
搬送は 16 件です。
　また、平成 23 年 12 月から運用が開始された鹿児島県ドクターヘリの要請は７件で、うち４件が搬送
されています。
◆緊急に必要な人にできるだけ早い応急処置が提供できるよう、救急車の適正利用をよろしくお願いします。
◆本年も、熊毛地区消防組合中種子分遣所、中種子町消防団および中種子町防災協力会の活動に対し、　
　ご支援とご理解・ご協力よろしくお願いします。

　①強風や空気が乾燥している時は行わない。

　　②中種子分遣所に「火入れ届け出」の連絡をする。（☎㉗ 0119）

　　③２人以上で監視の目を増やして行う。

　　④噴霧器など、消火の準備をする。

　　⑤火入れ中はその場を離れない。終わったら火が消えたか確認する。

　⑥火事になった場合は身の安全を確保し、119 番通報！

令和５年（１月～ 12 月）中種子町「火災・救急」出動状況
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

マイナンバーカード申請・交付の開庁時間のお知らせ
◎お問い合わせ先　町民課戸籍住民係☎㉗ 1111 内線 214・237

≪開庁日≫

平日　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。

土・日・祝日を除く。

≪時間外開庁日≫

毎週火曜日　６・13・20・27 日　午後７時まで

第４日曜日　25 日　午前８時 30 分から正午まで

※日程に変更などがある場合には、防災無線など

でお知らせします。

年金相談所開設　予約者のみ相談を受け付けます
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

■予約締切　２月６日（火）正午まで

■日時　　　２月７日（水）午前９時～午後１時

■場所　　　中央公民館小会議室

　ねんきん特別便など、年金に関する相談を受け付

けます。年金手帳や年金証書、厚生年金の経歴に関

する資料などをご持参のうえ、ご相談ください。

　予約者のみの相談となりますので、予約や相談

内容については町民課までお問い合わせください。

なお、代理での相談については委任状が必要にな

ります。委任状は町民課にて交付します。

※委任状を持参せず、代理での相談ができない事

案が多発していますのでお気を付けください。

令和５年度個別健診を受けられる期間は２月 29 日までです
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係・高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 220・297・289

　国民健康保険証または後期高齢者医療保険証を

お持ちの方で、今年度の「集団健診」「職場健診」

または「人間ドック」を受診されていない方は、

島内の指定医療機関において「個別健診」を受け

られます。希望される方は、役場が発行する「受

診券」「質問票」が必要となりますので、事前に

お問い合わせください。

　治療中などで通院中の方も個別（特定）健診の

対象者です。生活習慣病の予防、健康寿命延伸の

ため年１回は健康診断を受診しましょう。

■健診期間

　２月 29 日（木）まで

■健診内容

　問診・身体計測・検尿・血圧・採血・腹囲測定・

その他医師が必要とした場合の追加項目（貧血検

査・心電図検査・眼底検査）

■受診料　無料

※自分の健康状態を正確に把握し、健康を維持す

　るために健診を上手に活用しましょう。

　２月は右表の町税・保険料の納付期限となって

います。納付期限を過ぎると督促手数料のほか、

延滞金も発生する場合がありますので、期限内の

納付をお願いします。すでに納付期限を過ぎた分

についても、早めの納付をお願いします。

町税・保険料の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289
　　　　　　　　　地域福祉課介護保険係☎㉗ 1111 内線 215

町税・保険料 期別 納付期限

国民健康保険税

６期 ２月 29 日（木）介護保険料

後期高齢者医療保険料
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

登記相談所の開設について
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 213・211

　２月６日（火）中央公民館第１会議室において、

法務局による登記相談所を開設します。申請手続

きや土地調査などでお困りの方はお気軽にお越し

ください。

　なお、相談には予約が必要ですので、上記まで

ご連絡をお願いします。

■期日　　２月６日（火）　午前 10 時～午後３時

■場所　　中央公民館第１会議室

■予約期限　２月２日（金）

法律相談所の開設について
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 288･213

　２月 18 日（日）中央公民館第１会議室におい

て、鹿児島大学法文学部付属司法政策教育研究セ

ンターによる法律相談所を開設します。相続の手

続きなど、お悩みの方は、ぜひご相談ください。

　なお、相談には予約が必要ですので、右記予約

先までご連絡お願いします。相談は無料で秘密は

守られます。

■期日　　　２月 18 日（日）　午前 10 時～

■場所　　　中央公民館第１会議室

■予約期限　２月 13 日（火）

■予約先

鹿児島大学法文学部付属司法政策教育研究センター

☎ 099（285）7569　または　☎ 099（285）3905

令和６年度交通災害共済の申し込みを開始します
◎お問い合わせ先　総務課消防交通係☎㉗ 1111 内線 229

交通災害共済に家族みんなで加入しましょう！

（ひとり年額 500 円）

●　交通災害共済は、１人年間 500 円の掛金で、

　　交通事故が原因で傷害を受けた場合に災害見

　　舞金が給付される制度です。

●　日本国内での接触・衝突・転覆などの交通事

　　故（自損事故を含む）に遭われて、それが原

　　因で身体に傷害を受けた場合です。なお、身

　　体の傷害には精神の障害は含みません。

●　治療実日数は７日以上。

●　災害見舞金の請求は、事故発生日から３年以内。

●　共済期間は令和６年４月１日（月）から令和

　　７年３月 31 日（月）まで。ただし令和６年

　　４月１日（月）以降に加入された方は、役場

　　で受理した日の翌日から令和７年３月 31 日

　　（月）まで。

●　各集落長および班長を通じて加入手続きをし

　　ます。なお、集落未加入者の方は令和６年

　　３月４日（月）までに総務課へ直接お申込み

　　ください。

訂
正
と
お
詫
び

　

令
和
５
年
12
月
22
日
に

発
行
し
ま
し
た
、
広
報
な

か
た
ね
令
和
６
年
１
月
号

７
頁
に
お
い
て
、
表
彰
者

の
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
）

令
和
５
年
度

　
　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

中
種
子
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
敬
称
略
）

■
優
秀
選
手
賞

●
陸
上

▽
町
陸
上
競
技
協
会

　

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
熊
毛
チ
ー
ム

・
寺
田
耕
作
（
畠
田
）

・
福
島
佑
哉
（
西
之
町
）

・
池
亀
侑
生
（
上
方
）

・
進
藤
友
志
（
畠
田
）

・
赤
坂
瑛
太
（
西
之
山
）

・
知
念
優
斗
（
西
之
山
）
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

　心理士の先生を招き、町民の方を対象に心理相

談を実施します。ひとりで悩まず、この機会に話

を聞いてもらってこころを軽くしてみませんか。

おひさま相談室

■日時　２月７日（水）午前９時～午後５時

■場所　中央公民館第２会議室

■定員　５人（１人あたりの相談時間は１時間程度）

■予約　相談を希望される方は、事前予約が必要です。

※相談の際、医師の指示などが必要な場合があり

ます。

●こころの相談

　元気がない。憂鬱な気分。家族や近所との関係

性。些細な事が気になり何もできないなど。

●思春期の相談

　学校に行けない。友人関係がうまくいかないなど。

●子育ての相談

　子育ての悩みをだれかに話したいなど。

おひさま相談室～心の健康相談～のご案内について
◎お問い合わせ先　地域福祉課福祉係☎㉗ 1111 内線 261

もうけ話　まずは疑って！～副業・投資のトラブル
◎お問い合わせ先　企画課商工観光係☎㉗ 1111 内線 231・301

　副業や投資といったもうけ話の消費者被害が依

然として続いています。消費者金融から借金をし

て支払ってしまった例もあります。トラブルに

なったら消費生活相談窓口に相談してください。

消費生活相談窓口

●消費者ホットライン☎局番なし 188

●中種子町消費生活相談窓口☎㉗ 1111( 内線 231・301）

●鹿児島県消費生活センター☎ 099(224)0999

２月は「猫の適正飼養推進月間」です
◎お問い合わせ先　西之表保健所☎㉒ 0032

　大切な飼い猫のためにも「適正飼養」について

考え、次のルールを守って飼いましょう。

①飼い猫は室内で飼いましょう。

　飼い猫を、交通事故や猫同士のケンカ、感染症

などから守ってあげるためにも、室内飼育をしま

しょう。また外に出してしまうと、フン尿や鳴き声

など、周りに迷惑を掛けてしまうことがあります。

周囲の方へ配慮して飼うことを心掛けましょう。

②繁殖制限をしましょう。

　１匹のメス猫から子猫が生まれ、１年後には合

計で 20 匹以上に増えることもあります。早めに

不妊去勢手術をして、むやみに増えないようにし

ましょう。また不妊去勢手術をすることで、病気

の予防やストレスの軽減、マーキング行為の減少、

につながるというメリットもあります。

③迷子札などの所有者明示をしましょう。

  ドアや窓の隙間からの脱走や突然の災害で行方

不明になることも考えられます。名前や連絡先を

書いた迷子札を首輪に付ける、マイクロチップを

装着するなど実施し、迷子になっても飼い主さん

の元に戻れるようにしておきましょう。

　また、野良猫や地域猫といった飼い猫以外の猫

の飼養についても、不妊去勢手術をする、残した

餌は片付ける、猫用のトイレを置くなどを心掛け、

周りの迷惑とならないようにしましょう。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

人権ってなんだろう　第26回「２月の人権に関する月間・週間・記念日」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

サイバーセキュリティ月間（２月１日～３月18日）

　スマートフォンが普及した現在、とても便利な

インターネットは、今や生活には欠かせないもの

となっています。その一方で、人権に関わる様々

な問題が急増しています。

　不審なメールによる情報漏えい被害や個人情報

の流出など、生活に影響を及ぼすサイバーセキュ

リティに関する問題も多数報じられています。

　誰もが安心して IT の恩恵を享受するためには、

国民一人ひとりがセキュリティについての関心を高

め、これらの問題に対応していく必要があります。

　このため、政府では、サイバーセキュリティに

関する普及啓発強化のため、２月１日から３月

18 日までを「サイバーセキュリティ月間」とし、

国民の皆さまにサイバーセキュリティについての

関心を高め、理解を深めていただくため、サイバー

セキュリティに関する様々な取り組みを集中的に

行っていきます。

障害のある方への合理的配慮の提供を！
◎お問い合わせ先　　鹿児島県くらし保健福祉部障害福祉課☎ 099（286）2953
　　　　　　　　　　鹿児島県障害者権利擁護センター☎ 099（286）5110

　令和６年４月１日から、障害者差別解消法の改

正に伴い、事業者による障害のある人への「合理

的配慮の提供」が義務化されます。

　障害のある人もない人も、互いにその人らしさ

を認め合いながら共に生きる社会の実現に向け、

事業者の皆さまもどのような取り組みができるか

考えていきましょう。

「合理的配慮」の具体例

●障害のある人からの申し出

　「難聴のため筆談によるコミュニケーションを

希望したが、弱視でもあるため細いペンや小さな

文字では読みづらい」

●申し出への対応（合理的配慮の提供）

　「太いペンで大きな文字を書いて筆談を行う」など

　鹿児島県　鹿児島県
　ホームページ　ホームページ

　内閣府　内閣府
　リーフレット　リーフレット

Facebook
種子島中種子町
役場企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル

LINE　
中種子町　

Instagram
【種子島】中種子町

地域おこし協力隊
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

石油組合中種子支部より
　　　　　　　　日曜日当番のお知らせ

組合加盟店 ２月 ３月

（有）和人組

中央給油センター

４日 ３日
17 日

18 日 31 日

種子島石油（株）

中種子中央給油所（畠田）

11 日 10 日

25 日 24 日

◎お問い合わせ先
（有）和人組中央給油センター☎㉔ 2255

種子島石油（株）中種子中央給油所☎㉗ 0205

福祉・介護の就職出張巡回相談日のお知らせ
　相談会は、ハローワーク熊毛と連携のもと、

福祉・介護職場への就職を希望する一般の方々

に、福祉施設などを紹介し、施設などにおける

人材確保を支援するためのものです。

■日時　　３月７日（木）午前９時～午後３時

■場所　　ハローワーク熊毛

■その他　個別面談方式（予約制）

◎お問い合わせ先
●鹿児島県社会福祉協議会

　福祉人材・研修センター☎ 099（258）7888

●ハローワーク熊毛☎㉒ 1318

NHK-BSP4K・BS プレミアム「にっぽん縦断こころ旅」
　俳優の火野正平さんが旅人として、皆さんの

こころの中にある思い出の場所、心に残ってい

る風景などを訪れ、その場所にまつわるエピソー

ドを紹介する「にっぽん縦断こころ旅」。

　番組では、町内の「何気ない風景」、「思い出

の風景」、などと、その場所にまつわるエピソー

ドを募集しています。

■応募内容
　住所、氏名、電話番号、性別、年齢

　思い出の場所・風景、場所にまつわるエピソード

■応募方法
　番組ホームページから

　http://nhk.jp/kokorotabi

　FAX　03（3465）1327

　郵送　〒 150-8001　NHK「こころ旅」係

　　　　（住所不要）

■応募締切　２月 19 日（月）必着

■鹿児島県の放送予定
・BSP4K　４月 ８日（月）～４月 12 日（金）

・BS　　 ４月 15 日（月）～４月 19 日（金）

◎お問い合わせ先
NHKふれあいセンター☎0570(066)066(ナビダイヤル)

ナビダイヤルが使用できない場合☎ 050(3786)5000

　くらしの情報information　

予備自衛官補制度のお知らせ
◎お問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部種子島駐在員事務所☎㉓ 0299

　予備自衛官補制度とは、一般社会人や学生の方

を予備自衛官補として採用し、教育訓練終了後、

予備自衛官として任用する制度です。

■応募資格

　一般：18 歳以上 34 歳未満の方

　技能：18 歳以上で国家資格等を有する方

　　　　（保有する技能に応じ年齢上限は

　　　　　　　　　　　　53歳未満～55歳未満）

■受付期間

　１月 22 日（月）～４月 11 日（木）

■試験期日

　４月６日（土）～４月 21 日（日）

　※いずれか１日を指定します。

■合格発表

　５月 29 日（水）

■任用期間

　１任期：３年（継続任用も可能です。）

　※上限年齢：最終継続任用は 61 歳未満

■身分について

　非常勤の自衛隊員（非常勤の特別職国家公務員）

■その他

　教育訓練招集命令により招集された場合には手

当が支給されます。詳しくは、種子島駐在員事務

所までお問い合わせください。
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　生涯学習だより　　生涯学習だより　 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　保健センターでは、右記の日程で子宮頸がん・

乳がん検診を実施します。

　がん検診は症状のない健康な人が対象の検診で

す。国民の２人に１人ががんになり、３人に１人

ががんで亡くなっています。特に女性は若い世代

でがんになることが多く、子宮頸がんでは 20 代

後半から 40 代、乳がんでは 40 代後半から 50 代

前半がもっとも多くがんに罹患しています。

　若くても、これまで病気ひとつしたことがなく

ても突然がんが見つかる可能性もあります。

　ご自分やご家庭の健康管理のためにも、

ぜひ受けてみませんか？

■検診日（予定）　４月６日（土）～４月９日（火）

■場所　中種子町保健センター

■対象者　事前に意向調査の案内を送付します。

■検診内容

●子宮頸がん検診（20 歳以上の女性）

●乳がん検診

　（マンモグラフィー２方向：

　　　　　　　30 ～ 40 代の女性）

　（マンモグラフィー１方向：

　　　　　　　 50 歳以上の女性）

※令和６年度中に達する年齢になります。

早期発見で守れる命があります

保健センターだより ◎お問い合わせ先

保健センター☎㉗ 1133

　
　

　2024 年のテーマは『少食で腸活！～腹八分目、

バランスの良い食事で腸内フローラを整える～』

です。

　私たちの腸内にいる多種多様な細菌はバラン

スをとりながら腸内環境を良い状態にしていま

す。これらの細菌が密集している様子が「お花

畑 (flora)」のようにみえることから、『腸内フ

ローラ』と呼ばれるようになりました。

　腸内環境を整えるためにも、納豆・ヨーグル

トなどの発酵食品や海藻・きのこなどの食物繊

維を含む食材など、善玉菌を増やす食材を食べ

ましょう。

参考　日本生活習慣病予防協会ホームページ

https://seikatsusyukanbyo.com

食生活改善推進員コーナー 　２月は全国生活習慣病予防月間です！

県営住宅空き家待ち順位登録者募集について
◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設部建設課用地管理係☎㉒ 1136

　県営住宅空き家待ち順位登録者を募集します。

■物件

・古園団地   （西之表市）

・深渡瀬団地（西之表市）

・伏之前団地（中種子町）

・コスモタウン南種子団地（南種子町）

■受付期間　２月１日 (木 )～ 29 日 ( 木 )

　　　　　　午前８時 30 分～午後５時

※土日祝日を除く

※申込書（熊毛支庁備付）を提出してください。

■抽選日時　３月７日 (木 )午後１時 30 分から

■抽選場所　熊毛支庁３階第１会議室

　　　　　　（西之表市西之表 7590 番地）

県ホームページ
ＱＲコード➡
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　生涯学習だより　　生涯学習だより　
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る
よ
う
に
も
感
じ

ま
す
。

　

昨
年
の
町
農
林
漁
業
祭
で

は
郷
土
芸
能
を
観
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多

く
の
町
民
が
、
郷
土
芸
能
の

披
露
を
待
ち
望
ん
で
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
町
行
事
で
の

郷
土
芸
能
の
披
露
は
、
郷
土

芸
能
を
伝
承
す
る
た
め
の
良

い
機
会
で
あ
り
、
伝
承
活
動

の
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
の
保
存
活
動
に

よ
り
、
人
々
の
心
に
「
協
同
」

や「
交
流
」、「
助
け
合
い
の
心
」

な
ど
が
育
ま
れ
、
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
て
行
く
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
の
問
題
で
伝
承
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

地
域
や
人
々
の
た
め
に
、
よ

り
多
く
の
集
落
で
郷
土
芸
能

が
伝
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。

（
町
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　

濵
脇　

時
則
）

資
料
館
だ
よ
り
（
５
２
７
号
）
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
２
号
機

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
予
定
🚀

　

２
月
15
日
に
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛

行
実
証
を
目
的
と
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

試
験
機
２
号
機
を
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
上

げ
予
定
で
す
。

〇
打
上
げ
予
定
日
時

　

２
月
15
日
（
木
）

　

９
時
22
分
55
秒
～
13
時
６
分
34
秒

〇
打
上
げ
予
備
期
間

　

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
31
日
（
日
）

　

昨
年
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
総
力
を
挙
げ

て
打
上
げ
失
敗
の
原
因
究
明
・
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

上
げ
成
功
に
向
け
、
関
係
者
一
同
努
め

て
参
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭 

　

ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

　

12
月
９
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）、

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
が
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
南
種
子
町
市
街
地
、
浜

田
海
水
浴
場
の
３
会
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
芝
生
広
場
に
お

い
て
、
光
を
使
っ
た
大
規
模
な
４
作
品

の
展
示
ほ
か
、
地
元
飲
食
店
に
よ
る
出

店
や
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
約

２
１
０
０
名
の
見
学
者
の
方
々
が
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
壁
面
を
使
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
表

現
さ
れ
た
作
品
で
は
、
作
中
で
流
れ
る

音
楽
に
実
際
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
音
や
管

制
棟
の
声
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
宇
宙
科
学
技
術
館
内
で
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
『
Ｇ
Ｔ
８
２
１
５
「
世

阿
弥
」
２
０
１
７
』
を
引
き
続
き
展
示

し
て
い
ま
す
。
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
入
口

の
上
部
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
解
説
と
共
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
記
事
の
内
容
は
１
月
８
日
現
在
）

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

毎日コツコツフレイル予防
　フレイルとは、加齢により心身の機能や活力が低

下している状態のことです。不活発な生活はフレイ

ルのリスクを高めます。心と体の健康を維持・向上

させるために一日の生活習慣を見直して、暮らしの

なかに「フレイル予防」を取り入れましょう。

フレイル予防の心得

●低栄養を防ぎましょう

　低栄養にならないように、１日３食バランスよく

食べることが大切です。特に骨や体を作るたんぱく

質やカルシウム、ビタミンＤを多く含む食品を意識

して食べましょう。

●筋力の低下を防ぎましょう

　散歩や家事、植物の手入れなども運動の一つです。

普段の生活のなかで、意識して体を動かすことに

よって、筋力低下を防ぎましょう。

●人とのつながりを持ちましょう

　外出できない時は、電話などで友人や家族とこま

めに連絡をとり、社会とのつながりをなくさないよ

うにしましょう。

●口腔機能の低下を防ぎましょう

　よく噛む、噛みごたえのあるものを食べる、よく

笑う、声を出すなど、口を動かすことを意識すると

ともに、定期的に歯科健診を受けて口腔ケアを心が

けましょう。

　“SINGULARITY”シンギュラリティ　“SINGULARITY”シンギュラリティ
　製作：Yusuke　Murakami　製作：Yusuke　Murakami
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診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付時間】
午前８時 30 分
～午後４時

小児科 德永 德永 （野田） 德永

鹿児島大学
派遣医師　德永

（循環器・発達・
その他）

内科

藤原
　鹿児島大学
　 派遣医師

藤原 藤原 廣川

廣川 廣川 廣川 廣川

（野田） （野田） （野田） （野田）
　眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
５ ～６ 日
19 ～ 20 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週 消化器内科
カメラ検査整形外科 中島

リウマチ科 １・15 日

※野田先生の診療日：２月５日（月）午後～９日（金）午前、
※２月４日（日）は当番医
※２月１日（木）は耳鼻科休診

19 日（月）午後～ 22 日（木）午後

　

み
な
さ
ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
は
お
済
で
し
ょ
う
か
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
２
０
２
４
年

の
秋
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
が
一
体
化
し
、
新
規

の
健
康
保
険
証
は
発
行
さ
れ
な
く

な
る
方
針
で
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
、
今

ま
で
は
健
康
保
険
証
を
受
付
に
提

示
し
て
い
ま
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
資
格
確
認
を
行
い
情
報
取
得

に
同
意
さ
れ
る
と
、
自
身
の
お
薬
の

履
歴
や
過
去
の
特
定
健
診
の
情
報

な
ど
を
医
師
等
が
確
認
で
き
、
正
確

な
情
報
に
基
づ
き
診
断
や
重
複
す

る
投
薬
を
回
避
し
た
適
切
な
処
方

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
窓
口
で
の
支
払

い
が
高
額
に
な
る
場
合
に
、
自
己
負

担
限
度
額
認
定
証
を
申
請
後
、
医
療

機
関
に
提
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
同
意

を
す
る
と
手
続
き
が
不
要
と
な
り
限

度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
ま
た
は
、
持
参

し
た
が
情
報
取
得
に
同
意
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
初
診
時
の
窓
口
負

担
金
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備

体
制
充
実
加
算

初
診
時　
　
【
同
意
な
し
】　

４
点

　
　
　
　
　
【
同
意
あ
り
】　

２
点

　

１
点
は
10
円
で
、
総
診
療
点
数
に

よ
り
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
健

康
保
険
証
利
用
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
事
前
に
利
用
申
し
込
み
を

済
ま
せ
て
お
く
と
、
受
診
時
の
受
け

付
け
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

正
確
な
情
報
を
取
得
・
活
用
す
る

た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公立病院だより　公立種子島病院　医事課　細山　みさき　☎㉖ 1230

マイナンバーカードと健康保険証について

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付時間】
午前７時 30 分
～午前 11 時

小児科
鹿児島大学
派遣医師

德永 （野田）
德永

鹿児島大学
派遣医師

内科

藤原 德永 德永 藤原 德永

廣川 （野田） 廣川 廣川 （野田）

（野田） （野田）
藤原

ペイン外来
　眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
５ ～６ 日
19 ～ 20 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週 消化器内科
カメラ検査整形外科 整形医師 中島

リウマチ科 毎週 １・15 日

午前の部

午後の部
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戸 籍 の 窓
令和５年 12 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
女の子 名前 両親 集落

12/5 左尾　絃
いと

波
は

洋海・由香 伏之前

12/10 牧瀬　椿
つば

來
き

卓也・華伽 原之里

12/12 坪田　陽
はる

音
の

俊一・美和 大　平

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

12/1 岩井　昭一郎 大　平 75 歳

12/4 豊　一成 竹屋野 67 歳

12/4 久保田　フミ子 町山崎 93 歳

12/5 牧瀨　鉄男 熊　野 91 歳

12/6 町田　ミツヨ 浜津脇 76 歳

12/7 立山　フヂ子 旭　町 91 歳

12/8 牧口　洋一郎 大　平 84 歳

12/10 浦口　隆志 屋久津 69 歳

12/12 鎌田　ヱイ子 竹屋野 85 歳

12/14 池山　悦子 二十番 73 歳

12/18 濵脇　ヤス 下　田 97 歳

12/22 橋野　信子 原之里 85 歳

12/23 上妻　澄子 本　村 92 歳

12/23 佐久川　カズヱ つまべに苑 92 歳

12/24 齋藤　キミヨ 栄　町 88 歳

12/29 山下　時子 田　島 83 歳

12/29 遠藤　トシ子 輪之尾 81 歳

12/30 砂坂　由美子 原　尾 82 歳

12/30 柳田　タズ子 横　町 84 歳

12/30 原　フサヱ 中　山 97 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,300 人 ( -9) 出生 3人

男　性 3,508 人 (  2) 死亡 18 人

女　性 3,792 人 (-11) 転入 18 人

世帯数 4,101 戸 ( -1) 転出 12 人

※（　）は前月との比較（12 月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　12 月中

火　事 0件 うち建物 0件

救　急 48 件 うち急病 38 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 (  0) 2 件 (  1)

死 者 数 0件 (  0) 0 件 (  0)

負傷者数 0件 (  0) 2 件 (  1)

※令和５年 12 月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

牧瀨　　ナミ　(熊　野)　牧口　モモコ　(大　平)

揃　　　昭雄　(横　町)　豊　　福子　　(竹屋野)

立山　　和政　(旭　町)　濵脇　浩二　　(下　田)

久保田　豊年　(町山崎 )

赤
い
羽
根
街
頭

　
　
募
金
の
お
礼

　

12
月
16
日
（
土
）
Ａ
コ
ー
プ
に
て
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
歳
末
助
け

合
い
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
賛
同
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

 

皆
さ
ま
か
ら
の
募
金
合
計
金
額
は
、
７
万

７
１
２
円
で
し
た
。
以
上
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
種
子
町
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
１
８
４
５
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こども未来係　カレンダー
保健センターで実施

日 行　事

１（木）ぽかぽか教室 13:00 ～

９（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

15（木）乳幼児健診

21（水）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

22（木）
すこやかマタニティ教室（栄養）
18:00 ～

24（土）
リンクのひろば　中央公民館大ホール
9:00 ～

※「リンクのひろば」は、０歳から未就学児程度の子

どもとその保護者が利用できるひろばです。詳しくは

地域福祉課こども未来係☎㉗ 1111（内線 280）までお問

い合わせください。

乳幼児健診
保健センターで実施

受付時間 対象者 対象月齢

９（金）
9:00 ～ 9:15

３～５ヶ月児 R 5 . 1 0 . 1 ～ R 5 . 1 0 . 3 1

９（金）
9:15 ～ 9:30

６～８ヶ月児 R 5 . 7 . 1 ～ R 5 . 7 . 3 1

15（木）
12:45～ 13:00

３ 歳 児 R 2 . 1 2 . 1 ～ R 3 . 1 . 3 1

21（水）
9:00 ～ 9:15

９～ 11 ヶ月児 R 5 . 4 . 1 ～ R 5 . 4 . 3 0

21（水）
9:15 ～ 9:30

１歳６か月児 R 4 . 6 . 1 ～ R 4 . 7 . 3 1

行事・イベントなど
日 行　事

１（木）第15回ふるさとの風景画作品展（～17日）

３（土）
チャレンジキッズ「古代の技術体験！火
おこしとアクセサリー作り」

４（日）第 64 回種子島地区武道大会（南種子）

５（月）よろず支援拠点定期相談会

10（土）中学校立志式

17（土）
自主文化事業「夏井いつき句会ライブ」　
種子島こりーな 13:30 開場 14:00 開演

24（土）
・中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～
・チャレンジキッズ
　「さよなら。チャレンジキッズ」

27（火）どんぐり学級

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

４（日） 公立種子島病院 ☎㉖ 1230

11（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

12（月） 中種子クリニック ☎㉗ 3222

18（日） 百合砂診療所 ☎㉘ 3901

23（金） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

25（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

２（金）
幼児学級合同（１～４歳）
節分製作

福祉センター

６（火）
赤ちゃん教室（１歳未満）
バスタオルあそび

福祉センター

13（火）
幼児学級（２～４歳）
ひな祭り製作

福祉センター

16（金）
幼児学級（１歳）
ひな祭り製作

福祉センター

19（月）
赤ちゃん教室（１歳未満）
ひな祭り製作

福祉センター

中央保育所園庭開放日
※第４月曜日　26 日 (10:30 ～ 12:00)
　活動への参加など、詳しくは「子育て支援センター
おひさま」☎㉗ 0031（中央保育所内）までお問い合わ
せください。

「なかたねお知らせ版」　２月１日～ 29 日

子どもの定期予防接種医療機関日程
病院・医院名 接種曜日 対応時間

田上診療所 月・金曜日 14:00 ～ 16:00

種子島医療センター 月～土曜日 14:00 ～ 16:00

公立種子島病院 金曜日 16:00 ～ 17:00

高岡医院
（３歳以上）

月～金曜日 15:00 ～ 16:30

土曜日  9:00 ～ 11:00

【ワクチンの種類】
12 日と 23 日は休み
●二種混合　１（木）～ 10（土）
●ＭＲ混合　13（火）～ 29（木）

※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご
　予約をお願いします。
※詳しい事については、地域福祉課こども未来係
　☎㉗ 1111（内線 280）までご連絡ください。

　　町ホームページ「予防接種について」➡
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島の四季彩　ヒメオドリコソウ（シソ科）

【漢字表記】姫踊子草
【分布】ヨーロッパ原産で世界中に広く帰化 
【生育地】路傍や田畑
【繁殖形態】実生
　明治中期に東京で見つかり、徐々に分布域を広げて
いき、現在ではほぼ全国に帰化しています。日当たり
がよく、肥料の効いた畑などに群生する越年草です。
茎頂付近では葉が密になり、淡い赤紫色となって重な
り、その葉腋から小さめの唇形花を出します。全体に

細毛が密生しているため、埃をかぶっている感じがし
ます。近縁種のオドリコソウは、やや湿気の多い半日
陰などに群生することが多い多年草で、節間がやや長
く、葉腋に大きめの花が着くため、目立ちます。生態
や形態か違う感じの、畑や路傍でよく見られるホトケ
ノザも同属のオドリコソウ属です。近年、園芸店では
欧州原産のキバナオドリコソウやフイリオドリコソウ
などが、学名の属名であるラミウムの名で販売されて
います。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社
西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・日・祝日は休み
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
　https://www.tykousoku.jp/

ＱＲコード検索➡

公式 Twitter
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

ごみ焼却施設の
運転管理スタッフ…若干名
●給与　175,000 ～ 250,000 円
●時間
　① 8：15 ～ 17：15
　② 16：45 ～ 8：45
　③ 16：45 ～ 25：45（土のみ）
※週休 2日制
（その他勤務表により会社の指定する日）
●各種保険あり
●勤務地
　種子島清掃センター
　（西之表 17385-2）
　中種子清掃センター

　（野間 15192）
※まずはお気軽にお電話ください。

株式会社
日本管財環境サービス　西之表事業所
鹿児島県西之表市西之表 17385 番地 2
☎ 0997-28-3310　担当：大山（おおやま）

正社員募集正社員募集 離島航空割引カード
の更新手続きはお済みですか？

【持参する物】【持参する物】
○身分証明書○身分証明書（運転免許証、保険証等）（運転免許証、保険証等）
○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）
※準住民については、別途要件があります。※準住民については、別途要件があります。
　詳細は町ホームページからご確認ください。　詳細は町ホームページからご確認ください。

『有効期限』発行日から３年間『有効期限』発行日から３年間
※準住民（介護）は１年間※準住民（介護）は１年間

ホームページ掲載先➡

●お問い合わせ先
　中種子町役場☎ 0997-27-1111
　◆更新手続き◆更新手続き　町民課戸籍住民係（内線 237・214）
　◆準住民（介護）◆準住民（介護）　企画課企画調整係（内線 286・259）


